別添様式１
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心が安らぐ居場所　
長野県・松本市立寿小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いし),石)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざわ),澤)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆう),侑)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),子)
　私はある朝、報道番組で犯罪のニュースを聞きました。私は、「きっと何か理由があって犯罪を犯したのだろう、どんな心で生きてこれたのだろう。」と思いました。なぜなら、人はみんな生まれたときにはきれいな心を持っていると思うからです。ではなぜ、人は犯罪を犯してしまうのでしょうか。それには色々な理由があると思います。例えば、貧困や経済的な不安、ストレス、格差、依存、いじめや孤立、学校に行きたくても行けない事や、ぎゃく待などの人間関係があると思います。中でも犯罪を犯す時の心の環境の事が大きいと思います。なぜなら、私はこんな経験をしたからです。
　小学生になってしばらくたった頃のことです。私はいすに座って宿題をしていました。その時、まだ小さかった妹がやって来て、「ねーねーねー。」と話しかけてきました。「うっとうしいなあ。」と思ったので、「ほら、あっちに行って。」と合図しました。妹はピタリと動きを止め「お、部屋から出て行ってくれるのかな。」と思いました。しかし、いすに割り込んで来て、険悪な空気がただよいました。さらに、その日の夜、妹がくすぐってきたのです。「やめてー」と言っても聞きません。こらえました。しかし、その日の昼間の出来事が頭にわき起こりました。今までにされたいたずらも思い出しました。ノートに落書きされる、物を取られる、足をふまれる……。ひもにつながったように次々と頭によみ返り、自分でもどうすれば良いかが分からない気持ちになりました。そして、私はついに妹をたたいてしまいました。すると、妹は私をにらんで、ひざをかんできました。私は「あーあ」とうなだれて、妹は大つぶのなみだがほおを伝っていました。仲良くしたいと思っていたのに、気分が落ち込みました。きっと、犯罪や非行をしてしまった人も、今までに辛い出来事が起きたりあったのかもしれません。心の苦しみがあったのかもしれません。自分を見失い良心はあったけれども犯罪を犯してしまったのではないかと思います。
　では、心の居場所をつくるという考えはどうでしょうか。それは人によっては家族だったり、学校、職場、仲間、支えんしてくださる人などの中で育まれる心の居場所です。自分ではどうにもならないことがあります。でも、心に苦しみを長くかかえて、それを解消したりたえたりすることができない時に、人にしっかり聞いてもらうだけでも気持ちが楽になることがあります。支えんをきちんと受けることで負担を減らせることもあります。だから、不安や心配事を相談にのってくれて話を聞いてくれる場所もあると良いと思います。今まで、知らなかった人に適切な支えんを教えてくださる人間関係もあると良いと思います。そこで、不安や心配な事を一緒に減らしていくのです。はげましの言葉をもらえたり、だれかと会話ができる温かい居場所があれば、非行に走る子も減ると思います。
　そして、もし私がだれからも相談にのってもらえなかったり、暴力をふるわれ続けていたら、ストレスが増えて、心が限界になり、非行に走ってしまっていたかもしれません。人は人に支えられながら温かい人間関係の中で、前を向いて生きていく力を育むと思います。そのような経験から、再び犯罪や非行におちいるのを防ぐことにつながると思います。だから、犯罪、非行を減らしたり、犯罪をしてしまった人を立ち直らせるには、まず、立ち直りを支える温かい人間関係の中で居場所をつくること，その人の心の苦しみが安らぐ経験をすることが必要だと思います。
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